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平 成 ２１年 度 第 ３回 二 宮 町 下 水 道 運 営 審 議 会 会 議 録 

日 時 平 成 ２２年 ２月 １０日 （水 ）、午 後 ２時 ～午 後 ４時 

場 所 二 宮 町 役 場 ２階 、第 １会 議 室 

出 席 者 小 澤 宜 男 会 長 、 古 澤 正 平 副 会 長 、 二 見 泰 弘 委 員 、 脇 直 一 委 員 、 外 丸 勝 美 

委 員 、 片 桐 佳 典 委 員 、 深 見 直 美 委 員 、 田 沼 耕 一 委 員 、 岩 倉 正 枝 委 員 、 宮 

本 由 美 子 委 員 、上 田 有 司 委 員 

町 長 、 都 市 経 済 部 長 、 下 水 道 課 長 、 業 務 班 副 主 幹 、 工 務 班 副 技 幹 、業 務 

班 主 事 

傍 聴 者 １名 

１．開 会 （課 長 ） 

２．町 長 あいさつ 

下 水 道 は順 調 に延 びており整 備 率 は、７６％という数 字 まできました。県 内 町 村 の平 

均 をちょっと上 回 るぐらいになっており、これから順 調 にいくと思 います。 

町 では、市 街 化 調 整 区 域 の方 から受 益 者 分 担 金 を今 までいただいていなかったと 

いうことについて、これから皆 さんにご審 議 してもらい、ご負 担 いただきたいということです。 

今 後 、調 整 区 域 に入 って行 く時 に、果 たしてそれが費 用 対 効 果 ということで、いいかと 

いうことも町 の方 向 性 として議 論 しなくてはいけないと思 います。それは、別 の機 会 にや 

りたいと思 います。調 整 区 域 の方 の中 にも既 に接 続 している人 もいるということで、その 

方 々からもご負 担 いただけないものかということを皆 さんにご審 議 してもらいたい。それで 

会 長 の方 に諮 問 ということでお願 いしたいと思 います。 

３．二 宮 町 下 水 道 事 業 受 益 者 分 担 金 について（諮 問 ） 

町 長 が諮 問 書 を読 み上 げ会 長 へ渡 す。 [町 長 退 室 ] 

４．会 長 あいさつ 

今 、町 長 より調 整 区 域 の分 担 金 の諮 問 がございました。これまで、若 干 の説 明 は事 

務 局 より受 けてまいりましたけども、今 日 から本 格 的 に審 議 に入 りたいと思 っております 

ので、よろしくご審 議 のほどお願 いします。 

会 長 ①受 益 者 分 担 金 の基 本 的 な考 え方 、資 料 １の説 明 をお願 いします。 

事 務 局 受 益 者 分 担 金 算 定 については、県 下 の分 担 金 を徴 収 している市 町 では下 水 

道 財 政 研 究 会 （１次 から５次 ）の受 益 者 負 担 金 についての提 言 による末 端 管 渠 

整 備 費 の 1/3～1/5 の負 担 率 を基 準 に採 用 し、各 自 治 体 の実 情 に合 わせ検 討 

し決 定 しているところが多 い。二 宮 町 におきましても、末 端 管 渠 整 備 費 の 1/3～ 

1/5 を基 準 にした求 め方 をしていきたい。 

分 担 金 の徴 収 時 期 及 び方 法 については、徴 収 年 数 は受 益 者 負 担 金 の納 付 

が３年 で行 われることから、町 民 の負 担 軽 減 及 び受 益 者 負 担 金 との均 衡 を保 つ
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ためにも、市 街 化 区 域 で採 用 している３年 １２期 に分 割 し徴 収 する方 法 で検 討 し 

たい。 

一 括 納 付 報 奨 金 は、一 括 で納 めていただいた方 に報 奨 金 を交 付 しております 

ので、それについても受 益 者 負 担 金 と同 じ扱 いでよいか検 討 する。 

徴 収 猶 予 の基 準 については、下 水 道 の使 用 できる土 地 、宅 地 に賦 課 させてい 

ただくのが原 則 です。田 んぼや畑 などが宅 地 に なるまで一 定 期 間 の猶 予 の基 準 

について定 めております。それについても受 益 者 負 担 金 と均 衡 を保 つこととする。 

減 免 基 準 については、公 共 性 の高 い土 地 や生 活 困 窮 者 の土 地 などの減 免 に 

ついても、受 益 者 負 担 金 と均 衡 を保 つ方 向 で考 えたい。 

督 促 及 び延 滞 金 については、受 益 者 負 担 金 と均 衡 を保 つこととする。受 益 者 

負 担 金 では督 促 の後 、国 税 滞 納 処 分 の例 により１４．５％の範 囲 で延 滞 金 をいた 

だくことで検 討 する。 

以 上 、受 益 者 分 担 金 に必 要 な制 度 ５項 目 ですけども基 本 的 な考 え方 としまし 

ては、市 街 化 区 域 、調 整 区 域 の違 いはありますが、同 じ下 水 道 事 業 でありますの 

で、先 にあります受 益 者 負 担 金 制 度 、 下 水 道 受 益 者 負 担 金 条 例 に沿 う形 で分 

担 金 制 度 を考 えていただきたいと思 っております。 

「意見・質疑」 

委 員 負 担 金 と分 担 金 との違 いは何 か。末 端 管 渠 整 備 費 の範 囲 というのは、どこかで 

区 切 って末 端 管 渠 整 備 費 はこれだけだと決 めるのですか。どういう範 囲 なのです 

か。 

事 務 局 受 益 者 負 担 金 と受 益 者 分 担 金 の違 いについては、負 担 金 については都 市 計 

画 法 ７５条 の規 定 により、受 益 者 分 担 金 については、地 方 自 治 法 ２２４条 の規 定 

により賦 課 できるということで違 います。 

末 端 管 渠 整 備 費 の範 囲 の大 本 となる整 備 費 は、あくまで見 込 みになりますが、 

市 街 化 調 整 区 域 に係 る枝 線 の末 端 管 渠 の整 備 費 用 を基 に考 えています。当 初 、 

始 めた時 から今 日 までの枝 線 工 事 の累 計 を全 部 出 しています。それは資 料 ①で 

説 明 させていただきます。 

会 長 単 位 分 担 金 額 の設 定 について、事 務 局 より説 明 をお願 いします。 

事 務 局 受 益 者 負 担 金 の 算 定 根 拠 については、総 務 省 が 所 管 しております 下 水 道 財 

政 研 究 会 の提 言 を基 に算 出 したものです。 提 言 によりますと、末 端 管 渠 整 備 費 

の相 当 額 を目 処 することが適 当 である。賦 課 額 は相 当 額 の 1/3 ないし 1/5 程 度 

とするということとされておりまして、二 宮 町 では、その提 言 を参 考 に平 成 １１年 度 

に供 用 を開 始 したＪＲ東 海 道 線 の南 側 の地 域 １２０ha を負 担 区 としました。 

整 備 相 当 額 につき ましては、 平 成 ３年 度 から平 成 １３年 度 までの 末 端 管 渠 の 

整 備 費 50 億 2720 万 円 、その内 、国 や県 からの補 助 金 額 を除 いた 35 億 9815 

万 円 が末 端 管 渠 の工 事 費 となります。全 体 の事 業 面 積 は１２０ha ですが、そこに
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受 益 者 負 担 金 の 賦 課 が でき な い 道 路 と か 川 と か 公 の 施 設 を 除 い た 面 積 が ８０ 

ha でした。35 億 9815 万 円 を８０ ha で割 り出 した金 額 が表 の右 側 の下 のほうに 

4,498 円 とあります。その 4,498 円 が１㎡当 たりの単 価 ということです。国 からの提 

言 1/3、1/5 にした値 を下 段 に書 いてあります。1,499 円 、900 円 という数 字 です。 

これをベースに審 議 会 に審 議 していただき、全 国 的 な数 字 よりも高 いため、負 担 

していただくのは大 変 だということで、全 国 平 均 の値 に近 づけるということで 450 円 

に、率 にして 1/10 になり、今 の受 益 者 負 担 金 が決 まっております。 

受 益 者 分 担 金 算 出 については、第 １案 の末 端 管 渠 整 備 費 は、市 街 化 区 域 に 

おける平 成 ３年 度 から平 成 ２０年 度 までの枝 線 工 事 費 、これがトータルで 71 億 

6273 万 5000 円 を平 成 ２０年 度 末 までの整 備 済 面 積 、現 在 は３２２ ha 整 備 が済 

んでおります。この３２２ ha の中 には区 画 整 理 で整 備 された面 積 ５３．５ ha も含 ま 

れています。その分 の面 積 を引 くと、２６１．５ ha となります。71 億 6273 万 5000 

円 を ２６１． ５ ha で割 った 数 字 が 市 街 化 区 域 におけ る １ha 当 た りの 整 備 費 用 

2739 万 956 円 となります。これに今 後 、分 担 金 を賦 課 する市 街 化 調 整 区 域 の整 

備 予 定 面 積 、今 現 在 の計 画 で９４ha ございます。９４ha を乗 じた金 額 が 25 億 

7474 万 9864 円 、これが見 込 みですが市 街 化 調 整 区 域 ９４ha に係 る整 備 費 用 、 

末 端 管 渠 整 備 費 と設 定 させていただいております。 

受 益 者 負 担 金 の 算 出 のときもそうだったのです が、国 や 県 の補 助 金 を 除 いた 

数 字 を求 めていますので、今 の 25 億 7474 万 9864 円 に６４％、この６４％というの 

は平 成 ３年 度 から２０年 度 までの枝 線 工 事 費 に対 する町 の単 独 費 45 億 9000 万 

ほどあるのですが、比 率 で６４％にさせていただいております。今 後 、６４％ほどの町 

の費 用 が掛 かるであろうということで、全 体 事 業 費 に６４％掛 けて 16 億 4783 万 

9912 円 という数 値 を算 出 しました。 

続 いて、 賦 課 の 対 象 面 積 ですが 、 受 益 者 負 担 金 と 同 じように９４ ha 、 全 てが 

賦 課 対 象 となる土 地 ではありませんので、その賦 課 できない面 積 、率 にして２５％ 

分 を除 いて賦 課 対 象 面 積 としております。実 際 ２５％分 はどのくらいかというと、赤 

く塗 ってある部 分 が道 路 と川 になるのですけど、それを除 いて面 積 を算 出 しますと、 

７０ ha ほどになります。７０ ha を全 体 の９４ ha で割 ると、およそ７５％になるという 

ことで、対 象 面 積 を全 体 から７５％かけて算 出 させていただきました。それが７０．５ 

ha、先 ほどの整 備 費 16 億 4783 万 9912 円 から賦 課 対 象 面 積 の 705,000 ㎡を 

割 った数 字 が 2,337 円 です。以 上 が第 １案 でございます。 

第 ２案 につきましては、市 街 化 区 域 における１ha 当 たりの整 備 単 価 2739 万 

956 円 ／ha は第 １案 と同 じように算 出 しております。ただ、市 街 化 区 域 と市 街 化 

調 整 区 域 との整 備 におきまして、面 積 当 たりの整 備 延 長 、管 渠 の整 備 延 長 が違 

うことに着 目 しまして第 ２案 を作 っております。下 水 道 の管 渠 につきましては、基 本 

的 には道 路 に埋 設 することが前 提 ですので、道 路 の数 が少 ないほど管 渠 の整 備
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延 長 が少 ないということで、１ha 当 たりの整 備 延 長 もトータルすれば市 街 化 区 域 よ 

りも調 整 区 域 の方 が少 ないであろうというところで考 えたものです。数 字 的 なものを 

具 体 的 に申 し上 げますと、市 街 化 区 域 の整 備 面 積 、全 体 ですが３８０．８ ha ござ 

います。その内 、管 渠 の整 備 延 長 というものは 90,453ｍ、整 備 していないところ含 

めてですが、全 体 で 90,453ｍになる予 定 です。市 街 化 調 整 区 域 につきましては、 

整 備 面 積 が９４ ha ですが、その内 、管 渠 延 長 が 19,515ｍとなります。これは１ha 

当 たりの管 渠 延 長 ということで換 算 しますと、市 街 化 区 域 につきましては１ha 当 た 

り 237.5ｍ、一 方 、調 整 区 域 では 207.4ｍ、調 整 区 域 の方 が１ha 当 たりの整 備 延 

長 が少 ないことになります。市 街 化 区 域 と市 街 化 調 整 区 域 、市 街 化 区 域 を１００ 

とした場 合 、調 整 区 域 ではどのくらいの比 率 になるかというと８７．３％という形 にな 

りますので、最 初 に戻 りますが１ha 当 たりの整 備 単 価 2739 万 956 円 ／ha に８７％ 

を掛 けまして 2383 万 131 円 ／ha の整 備 単 価 としまして計 算 をしています。 

市 街 化 調 整 区 域 内 整 備 費 につきましては 2383 万 131 円 ／ha×９４ha＝22 億 

4003 万 2314 円 。これが末 端 管 渠 の整 備 費 になります。その内 、町 の単 独 費 、１ 

案 と同 じ割 合 を用 いまして 22 億 4003 万 2314 円 ×６４％で 14 億 3362 万 680 

円 となります。これを賦 課 対 象 面 積 、これも１案 と同 じです。７０．５ｈａ、705,000 ㎡ 

で割 りますと 2,033 円 になりまして、１㎡当 たりの末 端 管 渠 整 備 費 相 当 額 として設 

定 させていただきました。 

最 後 に第 ３案 になりますが、第 ３案 につきましては、今 までの１案 、２案 につきま 

しては面 積 をベースに計 算 をしてみましたが、第 ３案 につきましては、延 長 をベー 

スに算 出 してみました。 工 事 費 については、１案 と２案 と 同 じ、 平 成 ３年 度 から平 

成 ２０年 度 までの工 事 において掛 かった費 用 を基 に算 出 しておりますが、市 街 化 

調 整 区 域 の工 事 につきましては、二 宮 の公 共 下 水 道 の最 上 流 部 分 になるところ 

がほとんどですので、最 小 口 径 である２００mm の管 より大 きな管 を使 わないであろ 

うという考 えの基 に、平 成 ３年 度 から平 成 ２０年 度 までの工 事 の内 、直 径 ２０cm の 

管 渠 、又 は開 削 工 法 、直 接 道 路 を掘 って行 う一 般 的 な工 法 の工 事 を抽 出 しまし 

て、平 均 的 な１ｍ当 たりの工 事 単 価 を算 出 してみました。それが１ｍ当 たりの単 価 

として、101,806 円 になるのですが、計 算 上 は１０万 円 とさせていだだいております。 

市 街 化 調 整 区 域 の整 備 延 長 ですが、先 ほどの第 ２案 でもお話 したのですが、全 

体 で 19,515ｍを予 定 しております。先 ほどの整 備 単 価 に 19,515ｍを掛 けまして、 

全 体 の整 備 費 が 19 億 5150 万 円 になります。その内 、単 独 費 が 14 億 2225 万 

9000 円 、賦 課 対 象 面 積 につきましては、１案 、２案 同 様 です。14 億 2225 万 9000 

円 を 705,000 ㎡で割 った数 字 、１㎡当 たりの末 端 管 渠 整 備 費 相 当 額 は 2,017 円 

に設 定 させていただきました。 

以 上 が 各 案 の 算 出 方 法 と 算 出 結 果 でございま す。また、 １㎡ 当 たりの 末 端 管 

渠 整 備 費 相 当 額 に各 々1/3、1/5、それと、現 在 の受 益 者 負 担 金 の 1/10 を乗 じ
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た数 字 を最 下 段 に表 記 しております。 

「意見・質疑」 

委 員 負 担 金 のときには、町 単 独 費 は出 てこなかった。町 単 独 費 だけで算 出 しているの 

ですか。負 担 金 は町 単 独 費 でやったのではなく、全 体 の末 端 管 渠 整 備 費 でやっ 

ているはずなのですよ、だからでかいのではないか。 

事 務 局 基 本 的 には同 じです。町 単 独 費 と書 いてあるのですが、起 債 も何 も含 めていま 

す。 

委 員 町 単 独 費 の意 味 って何 ですか。 

事 務 局 国 の特 定 財 源 、国 庫 補 助 金 や県 費 を除 いた部 分 を町 単 独 費 といいます。 

委 員 幹 線 も含 めた整 備 ということですか。 

事 務 局 幹 線 は入 っていません。 

委 員 幹 線 入 っていないで末 端 じゃないのですか。 

事 務 局 受 益 者 負 担 金 を算 定 しているときも幹 線 管 渠 を除 いた部 分 の各 家 庭 を迎 えに 

いっている枝 線 工 事 、そのトータルを出 しています。今 回 もそのやり方 です。 

委 員 算 出 方 法 のところを読 むと、市 街 化 区 域 における平 成 ３年 度 から平 成 ２０年 度 ま 

での枝 線 工 事 費 を基 にと書 いてありますが、71 億 6273 万 5000 円 は末 端 管 渠 の 

整 備 費 で幹 線 は入 ってない。負 担 金 の場 合 は、この枝 線 を整 備 した１㎡の単 価 

を出 している訳 です。これは町 単 独 費 を対 象 にしている訳 ですか。 

事 務 局 そうではありません。71 億 6273 万 5000 円 は枝 線 工 事 全 部 です。 

委 員 うち単 独 費 とは何 ですか。 

事 務 局 71 億 6273 万 5000 円 から先 ほど言 いました国 の補 助 金 、県 の補 助 金 を除 いた 

残 りの部 分 がうち単 独 費 です。 

委 員 負 担 金 の場 合 は国 や県 の補 助 の金 額 も入 っているのでは。 

事 務 局 抜 いて計 算 しております。一 番 右 側 にも書 いてあります。算 定 に係 る条 件 という 

ところで、事 業 費 が 50 億 2720 万 円 、これが第 １案 でいう 71 億 6200 万 円 と同 じ 

位 置 になるものです。負 担 金 につきましては、具 体 的 に算 出 されておりますので、 

そのままの数 字 を使 わせていただいています。 

委 員 町 負 担 金 というので６４％、この 1/3、1/5、1/10 を６４％で割 ってみると、まだ高 く 

なります。初 めて出 てきたものですね。 

事 務 局 負 担 金 の 出 し 方 みたいなやり 方 であ ればご理 解 いただけ ますか。 受 益 者 負 担 

金 の出 し方 もこのように出 しています。トータルの総 事 業 費 から補 助 金 を除 いたも 

のです。特 別 な財 源 は除 いています。それで 450 円 は出 てきています。 

会 長 休 憩 します。 

会 長 再 会 をいたします。次 の資 料 ２の②から⑤の説 明 をお願 いします。 

事 務 局 分 担 金 の支 払 方 法 、回 数 については、受 益 者 負 担 金 は、３年 間 １２期 に分 割 

してお支 払 いいただいております。
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秦 野 、平 塚 、中 井 の受 益 者 負 担 金 及 び受 益 者 分 担 金 は条 例 化 しております。 

徴 収 方 法 は、分 担 金 も負 担 金 も両 方 とも３年 間 １２期 に分 割 となっております。 

受 益 者 負 担 金 については、３年 ないし５年 に分 割 して行 うことが適 当 という国 か 

らの通 達 を受 け、各 市 町 村 で、納 期 を設 定 するうえで３年 間 に分 割 してというのが 

比 較 的 多 いという状 況 になっております。 

一 括 納 付 報 奨 金 制 度 については、二 宮 町 では受 益 者 負 担 金 条 例 の施 行 規 

則 では、全 額 をいっぺんに支 払 う、 若 しくは一 部 分 を一 度 にまとめてお支 払 いい 

ただくというような場 合 に、３年 分 を１度 に納 めていただく場 合 には１０％、２年 分 を 

まとめてということであれば７％、３年 に分 割 するうちの当 該 年 度 、１年 分 ということ 

であれば４％、こちらを報 奨 金 として割 り引 いています。受 益 者 負 担 金 と分 担 金 で 

一 括 納 付 の報 奨 金 の率 は同 じ条 件 のお支 払 いであれば、同 じ率 を割 り引 くという 

ようにしたいと思 います。 

資 料 ③、 徴 収 猶 予 の基 準 については、受 益 者 負 担 金 では、ある 一 定 の条 件 

において本 来 お支 払 いいただくべき受 益 者 負 担 金 をその条 件 に即 している場 合 、 

支 払 いをある一 定 期 間 猶 予 しますという制 度 がございます。それが負 担 金 条 例 の 

第 １０条 の中 に徴 収 猶 予 は１号 から４号 の場 合 に規 定 されております。例 えば、第 

１号 では田 んぼや畑 のような土 地 、第 ２号 では相 続 等 に伴 って、若 しくは所 有 権 

の係 争 地 の場 合 が該 当 します。第 ３号 というのは、災 害 が起 きたというような場 合 

はこちらの第 ３号 に該 当 するもので猶 予 ということを規 定 で設 けることができるとな 

っております。それから第 ４号 というのは、それ以 外 の不 測 の事 態 があった場 合 に 

ということで規 定 となっております。 

同 じ自 治 体 の中 では負 担 金 と分 担 金 の徴 収 猶 予 に対 する規 定 は負 担 金 と分 

担 金 で分 けていない。同 じような条 件 であれば、同 じような制 度 の適 用 というような 

形 になっております。以 上 が徴 収 猶 予 についての説 明 です。 

資 料 ④ 減 免 基 準 については、まず訂 正 をお 願 いします。 受 益 者 分 担 金 免 除 

基 準 と書 いてありますが、減 免 基 準 となりますので訂 正 をお願 いします。 

受 益 者 分 担 金 減 免 対 象 につきましては、負 担 金 と同 じように次 のような土 地 が 

考 えられております。①公 共 性 の高 い土 地 、② 生 活 困 窮 者 の土 地 、③その他 町 

長 が特 に認 める土 地 ということで、このうち国 有 地 等 については昭 和 ４０年 の建 設 

省 の通 達 があります。他 市 町 村 の場 合 にも負 担 金 と分 担 金 の減 免 率 は同 じにな 

っております。以 上 でございます。 

続 き まして、 資 料 ⑤ 督 促 及 び 延 滞 金 について は、受 益 者 分 担 金 の 取 扱 いに 

ついても、負 担 金 と同 じく、納 期 内 に納 付 されなかったときは督 促 後 １４．５％の範 

囲 で延 滞 金 をいただくことにしたいと思 っております。１４．５％ですけども、都 市 計 

画 法 ７５条 がありまして、４項 の中 に前 項 の場 合 において、国 等 は政 令 、都 道 府 

県 又 は市 町 村 にあっては条 例 に定 めるところにより年 １４．５％の割 合 を超 えない
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範 囲 で延 滞 金 を徴 収 することができる。 

二 宮 町 下 水 道 受 益 者 負 担 金 条 例 というこ とで、延 滞 金 、 滞 納 処 分 について 

示 させていただいております。そのような形 で分 担 金 においても督 促 と延 滞 金 につ 

いての制 度 を設 けたらどうかと考 えております。以 上 でございます。 

会 長 資 料 ②から⑤まで説 明 していただきましたけれど、質 問 がありましたらお願 いしま 

す。いずれにしても、土 地 猶 予 、 減 免 については、分 担 金 も負 担 金 も同 じでいき 

たいとのことでございます。 では、議 題 （１） 二 宮 町 下 水 道 事 業 受 益 者 分 担 金 に 

ついては、質 疑 を終 了 します。（２）平 成 ２２年 度 二 宮 公 共 下 水 道 事 業 計 画 につ 

いて、資 料 ３の説 明 をお願 いします。 

事 務 局 平 成 元 年 に認 可 を受 けた区 域 、JR 東 海 道 線 より南 の地 域 、１２０ha。平 成 １０ 

年 に認 可 を受 けた拡 大 区 域 、ラディアンの部 分 、７．６９ha。平 成 １３年 認 可 の拡 

大 区 域 、二 宮 ・富 士 見 が丘 ・中 里 ・百 合 が丘 ・一 色 、２０１．６１ha。平 成 １８年 認 

可 の拡 大 区 域 （緑 色 ）、７４．５ha。 

今 現 在 は４地 区 トータルで４０３．７９ｈa で事 業 認 可 を受 けて下 水 道 の整 備 を 

進 めている。山 西 幹 線 、吾 妻 山 左 手 側 、この部 分 を除 き概 ね幹 線 整 備 は済 んで 

います。 

平 成 ２１年 ４月 供 用 開 始 して現 在 使 用 できる区 域 （黒 色 部 ）３２２ha、今 年 度 、 

平 成 ２１年 度 に整 備 している区 域 （赤 色 部 ）１７ha です。 

平 成 ２２年 度 の工 事 予 定 区 域 (青 色 部 )は、百 合 が丘 ・中 里 ・二 宮 （北 新 道 ）を 

予 定 しており、面 積 にして１３．１ha になります。平 成 ２２年 度 まで整 備 が終 わると 

全 体 で３５２．１ha が整 備 済 になり、認 可 区 域 の面 積 ４０４ha に対 する整 備 率 とし 

て８７．２％が整 備 済 ということになります。 

平 成 ２０年 度 から百 合 が丘 地 区 の整 備 を進 め ているところですが、さらに普 及 

促 進 を図 るために、認 可 を受 けている百 合 が丘 地 区 で百 合 が丘 １丁 目 地 区 、小 

田 原 厚 木 道 路 から南 側 の部 分 、百 合 が丘 １丁 目 につきましては、今 現 在 調 査 が 

されていないので、平 成 ２２年 度 に用 地 調 査 、地 形 測 量 、それと具 体 的 に管 渠 を 

埋 設 するための実 施 設 計 、それに関 連 する地 質 調 査 を行 う予 定 でございます。 

また、柏 木 地 区 、保 健 センター、元 町 北 防 災 コ ミュニティセンターという施 設 の 

周 辺 になるのですが、こちらに大 雨 が降 ると冠 水 する所 があるということで昨 年 度 

基 本 設 計 を出 しまして、来 年 度 詳 細 設 計 を行 う予 定 でございます。以 上 が来 年 

度 の委 託 業 務 についてです。 

次 に工 事 の説 明 を行 いたいと思 います。６ページをご覧 下 さい。百 合 が丘 地 区 、 

百 合 が丘 の３丁 目 地 区 になりまして、一 色 小 学 校 の北 側 より小 田 原 との行 政 境 

付 近 までの地 区 一 帯 を来 年 度 整 備 する予 定 でございます。 

この赤 色 で着 色 している部 分 より右 側 に関 しては、一 部 を除 きまして、今 年 度 、 

平 成 ２１年 度 で整 備 しているところで、引 き続 き同 地 区 の整 備 を進 めていくもので
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ございます。 

続 きまして、下 の段 、７ページになりますが、こちらも百 合 が丘 地 区 になります。 

左 右 に地 図 が書 いてありますが、左 側 が百 合 が丘 ２丁 目 、 右 側 が百 合 が丘 ３丁 

目 で２１年 度 工 事 をしているところに隣 接 しているんですが、抜 けていた部 分 、 今 

年 度 やりきれなかった部 分 を合 わせて来 年 度 整 備 する予 定 でございます。 

次 の８ページにつきましては、二 宮 の北 新 道 地 区 、 先 ほど雨 水 の 実 施 設 計 を 

予 定 している 地 区 と 同 地 区 になりま すが、 県 道 秦 野 二 宮 線 から 桜 美 園 ま でい く 

道 路 の途 中 になります。 

平 成 ２０年 度 、平 成 ２１年 度 につきましても同 地 区 の整 備 を行 っております。左 

下 に 小 さい 四 角 があるのですが、こちらに 関 し ては私 道 でございま して、 平 成 ２１ 

年 度 中 に私 道 申 請 が出 たものに対 して対 応 するものでございます。 

続 きまして、９ページ、北 新 道 、中 里 地 区 とタイトルがふってございますが、旧 県 

道 をメインに大 応 寺 というお寺 が最 下 流 となりまして、それから旧 県 道 内 の汚 水 管 

の整 備 になります。左 上 にも少 し四 角 があるのですが、これについても私 道 でござ 

いまして、今 年 度 申 請 があったものを対 応 するものでございます。以 上 が平 成 ２２ 

年 度 に予 定 しております工 事 箇 所 の説 明 です。 

下 水 道 の整 備 による水 質 改 善 効 果 ということですが、梅 沢 川 の美 浜 橋 、一 番 

海 に近 いところになります。右 側 が下 浜 橋 、二 宮 と大 磯 の行 政 境 にある橋 の部 分 

で測 定 した結 果 を表 示 させていただいております。ここ数 年 は数 値 的 には変 化 は 

ない状 況 ですが、１０年 前 、供 用 開 始 した頃 と比 べると相 当 数 値 が下 がってきて、 

環 境 的 には良 くなっているというものを表 しています。以 上 でございます。 

会 長 （２）平 成 ２２年 度 二 宮 公 共 下 水 道 事 業 計 画 につきまして何 かありましたら。よろ 

しいですか。特 に無 いようですので、（２）平 成 ２２年 度 二 宮 公 共 下 水 道 事 業 計 画 

についての質 疑 を終 了 したします。その次 、（３）その他 についてお願 いします。 

事 務 局 ２点 ほどございます。まず１点 目 でございますけど、委 員 さん方 の任 期 について、 

ご確 認 させていただきましたが、全 員 の方 より留 任 のご了 解 が得 られましたので、 

再 任 ということで来 年 度 もよろしくお願 いします。２点 目 としまして、２２年 度 は４回 

の審 議 会 を開 いて、引 き続 き分 担 金 の審 議 をお願 いしたいと思 っています。次 回 

の開 催 日 をできれば５月 中 旬 くらいに開 催 させていただきたいと思 います。よろしく 

お願 いします。以 上 です。 

会 長 皆 さんに事 務 局 から報 告 がありましたように引 き続 いて２２年 度 からの２年 間 、皆 

さんと一 緒 に下 水 道 審 議 をお願 いしたいと思 います。よろしくお願 いしたいと思 い 

ます。以 上 をもちまして、今 日 の審 議 会 を終 了 したいと思 います。どうも有 り難 うご 

ざいました。


